
Q1.貴館の形態について当てはまるものを一つだけ選んでください。

Q2. 貴館が現在の地で、創業したのはいつごろですか。

Q3. 貴館の収容人数は、何人くらいですか。

『北陸３県の宿泊業におけるコロナ禍からの回復状況についての調査』結果の詳細

3県全体を通して｢民宿｣の割合が多く、特に福井県と石川県では全体の1/3程度を占めるまでの大き

さだった。3県の中で顕著な差が見られるのは｢旅館(温泉旅館以外)｣であり、石川県は他二県に比べ

半分以下の割合となっている。

｢平成2～11年｣は3県共に殆ど横並びの割合となっていたが、｢昭和25～49年｣では福井県が石川県の

倍近くの割合となっており、対照的に｢平成12～31年｣では石川県が福井県の倍以上の割合となって

いる。
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Q1. 施設の種類

温泉旅館 旅館

ビジネスホテル ホテル（ビジネス・レジャー以外）

民宿 その他簡易宿泊所

レジャーホテル
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Q2.  創業年

昭和24年以前 昭和25～49年 昭和50～64年（平成元年）

平成2～11年 平成12～31年（令和元年） 令和2年以降
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Q3. 収容人数

20人以下 21～50人 51～100人 100～200人 201人以上



Q4. 貴館の北陸新幹線における最寄り駅はどこですか。

Q5. 貴館は、どのような場所に立地していますか（複数回答可）。

1.駅前

福井県の宿泊施設はあまり温泉街に立地していないが、海沿いに多く立地している。富山県は山間

部に立地している宿泊施設が多い。　石川県は温泉街と観光地付近に立地している宿泊施設が多

い。

「20人以下」の項目では石川が富山、福井より高い一方で、｢21~50人｣の項目では福井が富山、石

川より高い。全体的に福井の施設は収容人数が少ない。「101~200人」の項目では3県で富山県が

最も高く、｢200人以上｣の項目では石川県が最も高い。

富山では新高岡駅、富山駅、黒部宇奈月温泉駅の順で多い。石川では金沢駅が群を抜いて多く、次

に小松駅、加賀温泉駅となっている。福井は敦賀駅、福井駅、越前たけふ駅、芦原温泉駅の順で多

い。
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Q4. 北陸新幹線の最寄り駅

黒部宇奈月温泉駅 富山駅 新高岡駅 金沢駅

小松駅 加賀温泉駅 芦原温泉駅 福井駅

越前たけふ駅 敦賀駅 その他
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Q3. 収容人数

20人以下 21～50人 51～100人 100～200人 201人以上



2.温泉街

3.住宅街

4.郊外



5.高速センター付近

6.観光地

7.海沿い



8.山間部

9.その他

Q6. 現在、貴館の宿泊１泊（1名あたり）にかかる平均的な金額はどのくらいですか。

富山・石川は福井と比較して5000円未満の割合が高く、福井は5000円以上の割合が高い。
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Q6. 宿泊１泊（1名あたり）の平均的な金額

5,000円未満 5,000円以上10,000円未満 10,000円以上15,000円未満

15,000円以上20,000円未満 20,000円以上25,000円未満 25,000円以上



Q7. 今後の展望として、貴館は高付加価値化を希望されていますか。

Q8-1. 貴館は、宿泊施設サイトに登録していますか。

Q8-2. Q8-1で『①はい』と答えた方に伺います。貴館が登録している宿泊施設サイトは何ですか（複数回答可）。

Q8-2-1.楽天トラベル

富山・石川は福井と比較して高付加価値化を希望する割合が高い。反して福井は希望していない割

合が高い。

富山・石川は福井と比較して宿泊施設サイトに登録している割合が高い。

登録している宿泊予約サイトについては、富山は「楽天トラベル」「じゃらんnet」「るるぶトラベル」

「JTB]の登録割合が他県より高い。石川は「エクスペディア」「ブッキングドットコム」「エアトリ」

「Yahoo!トラベル」など海外客からのアクセスを意識したサイトが多い。また「一休」などハイエンド向けの

予約サイトでも多い。福井は宿泊予約サイトの登録率が低いためか、登録割合が他県より多い宿泊予約サイト

はない。



Q8-2-2.じゃらん.net

Q8-2-3.るるぶトラベル

Q8-2-4.Yahoo!トラベル



Q8-2-5.JTB

Q8-2-6.ブッキングドットコム

Q8-2-7.一休.com



Q8-2-8.ぐるなびトラベル

Q8-2-9.トラベルコ

Q8-2-10.トリバゴ



Q8-2-11.エアトリ

Q8-2-12.エクスペディア

Q8-2-13.その他



Q9. 貴館は、増客のためにどのような活動をしていますか（複数回答可）。

Q9-1 他の旅館との提携

Q9-2 TV・ラジオ・CM放送

Q9-3 新聞・雑誌などの広告掲載

富山では「自社ホームページの充実」が多い。「TVラジオCM放送」「新聞・雑誌などの広告掲

載」「営業マンを雇っての営業活動」なども若干ではあるが多くなっていた。石川では「接客サー

ビスの向上」「宿泊施設サイトの登録」「旅行代理店やJRとのパック企画」「SNSの活用」が多

い。福井では「他の旅館との提携」「施設の改修・改築」「なにもやっていない」が多くなってい



Q9-4 接客サービスの向上

Q9-5 常連客への挨拶状送付

Q9-6 施設の改装・改築



Q9-7 営業マンを雇っての営業活動

Q9-8 宿泊施設サイトの登録

Q9-9 旅行代理店やJR等とのパック旅行企画



Q9-10 自社ホームページの充実

Q9-11 SNSの活用

Q9-12 どれもやっていない



Q10. 貴館では、増客に向けた経営改善について相談する場合、どなたに相談することがありますか（複数回答可）。

①地域内宿泊業の方

②地域内の他業種の方

③地域外の宿泊業の方

３県とも「相談していない」が多い。富山では「会計事務所・会計士・税理士」「行政」「経営コンサルタン

ト」「地域内の他業種の方」に相談する割合が他県より多い。石川では「地域外の宿泊業の方」「地域外の他

業種の方」「グループ社内」「OTA（旅行サイト担当者」が他県より多い。福井では、「地域内宿泊業の方」

「家族・知り合い」「商工会議所」「相談していない」が他県より多くなっていた。



④地域外の他業種の方

⑤経営コンサルタント

⑥行政
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⑤経営コンサルタント



⑦会計事務所・会計士・税理士

⑧グループ社内

⑨商工会議所



⑩OTA(楽天トラベル等の旅行サイト担当者)

⑪家族・知り合い

⑫相談していない



⑬その他

Q11. 貴館のセールスポイントは、どこにありますか（複数回答可）。

Q11_1　温泉・鉱泉

Q11_2　露天風呂 

セールスポイントとして選んだ項目について。富山は「露天風呂」、「施設からの景観」が他県と

比べて高い。石川は「露天風呂付き客室」、「お客様へのきめ細かい対応」、「風情のある建

物」、「近代的で快適な設備」、「外国人観光客へのサービス」が他県と比べて高い。福井は「新

鮮な地元食材にこだわった食事」、「アットホームな対応」、「各種体験」、「手頃な価格」が他

県と比べて高い。



Q_3　源泉かけ流し 

Q11_4　露天風呂つき客室 

Q11_5　お客様へのきめ細かい対応 



Q11_6　風情のある建物 

Q11_7　近代的で快適な設備 

Q11_8　充実した土産売り場・娯楽施設 



Q11_9　新鮮な地元食材にこだわった食事 

Q11_10　豪華な食事 

Q11_11　アットホームな対応 



Q11_12　立地のよさ 

Q11_13　手頃な価格 

Q11_14　施設からの景観 



Q11_15　各種体験(釣り、農業、文化体験等) 

Q11_16　外国人観光客へのサービス 

Q11_17　エステ等 

Q11_18　客同士の交流 



Q11_19　その他 

Q12. 貴館は、グループの一員であったり、姉妹館を持っていたりしますか。

「はい」の割合は富山石川と比べると福井は少ない。石川は最も多く、福井の約2倍となっている。

Q13-1. 貴館、または貴館のグループ会社の中に、他業種を運営している企業はありますか。



「はい」の割合は石川で最も多い。

Q13-3. Q13-1で『①はい』と答えた方に伺います。コロナ禍において、多角化経営はどのように影響しましたか。

2019年の従業員総数

Q14. コロナ禍に伴う従業員数の変化について伺います。2019年、2021年、2023年における「従業

員数（総数）」と「外国人従業員数」についてご回答ください。

「従業員数」については、2019、2021、2023のすべての年で従業員「1～2人」の小規模宿泊施設

の割合が富山において少ない。また、従業員「21人以上」の大規模宿泊施設は福井で少ない。年度

ごとの従業員数の変化はほとんどない。「外国人従業員数」については石川で多い。年度ごとの外

国人従業員の変化はほとんどないが、年度があとになるにつれて富山と石川ではやや増えている。

「当時営業していなかった割合」についてはほとんどの県で2019年が最も高く、2023年が最も低

かった。

「プラスに働いた（１＋２）」の割合は石川で最も多い。一方、「マイナスに働いた（４＋５）」

の割合は富山で最も多い。



2021年の従業員総数

2023年の従業員総数

2019年の外国人従業員の有無



2021年の外国人従業員の有無

2023年の外国人従業員の有無

Q14_e当時営業していなかった割合



Q15-1北陸三県からの客数の変化

Q15-2国内（北陸以外）からの客数の変化

Q15. コロナ禍に伴う各地域からの客数の変化について伺います。コロナ禍の2021年と比較して、

2023年の状況（予測）についてお答えください。

「北陸三県からの客数の変化」では、富山はやや増えたと回答する割合が最も高い。石川、福井は

どちらともいえないと回答する割合が最も高い。福井は富山や石川と比べると非常に減ったと回答

する割合が高い。「国内（北陸以外）からの客数の変化」については3県すべてでやや増えたと回答

する割合が最も高い。「海外からの客数の変化」は3県すべてでどちらともいえないと回答する割合

が高い。



Q15-3海外からの客数の変化

Q16_1 若年層の客数の変化

Q16_2 中年層の客数の変化

Q16. コロナ禍からの回復に伴う客層ごとの客数の変化について伺います。コロナ禍の2021年と比

較して、2023年の状況についてお答えください。

石川で「増えた（非常に増えた＋やや増えた）」の割合が多い。



Q16_3 高年層の客数の変化

Q16_4 外国人の客数の変化

富山、石川、福井の順に「増加した（非常に増えた＋やや増えた）」と回答している割合が高い。

（ただし休業中を含む「その他」を抜くと石川でもっとも「増加」が多い。）

他の年齢層と比較しても「増加した」と回答している割合が低い（福井以外）ことから、コロナは

明けても高年層は比較的まだ旅行を控えていると考えられる。

「外国人の客数が増えた」と答えた割合は福井で低い。また、「その他」の割合が非常に高い。

該当の年（2019年または2023年）に営業していない場合はその他を選択することにしているため、

営業していなかったこと、もしくは外国人観光客の受け入れを行っていなかったことと考えられ

る。

Q17. コロナ禍前後の客の総数の変化について伺います。比較対象はコロナ禍前の2019年を基準と

してください。



Q17_1 2021年の客の総数の変化(2019年基準)

Q17_2 2023年の客の総数の変化(2019年基準)

2021年

Q18. コロナ禍前後の売り上げの変化について伺います。以下のそれぞれの期間ごとに、当てはまる

番号を一つずつ選んでください。比較対象はコロナ禍前の2019年を基準としてください。

「2021年」では「減少した」と回答している割合がそれぞれの県の全体の約6割であるため、コロ

ナウイルスの影響を受けていたといえる。「2023年」は「増加した」と回答している割合が高く

なっている。コロナ禍が回復へと向かっていることが読み取れる。ただし、2023年においても「減

少した」と答えている割合も３割以上あることからいまだ回復途上であるといえる。



2023年（見込み）

2021年

「2021年」においては、2019年と比べると全体的におよそ5~6割の宿泊業者が売り上げを落として

おり、売り上げを伸ばしているのは1割にすぎない。全ての県で構成比が最も大きいのは「5割以上

減」であり、最も小さいのは「5割以上増」である。北陸地方の全ての県が、大きく売上を落とす

結果となった。

「2023年」においては、2019年と比べると全体的に宿泊業者のおよそ3割が売上を回復しており、

3~4割の宿泊業者が売り上げを落としている。構成比について、富山県で最も大きいのは「1~2割

減」だが、石川県と福井県で最も大きいのは「1~2割増」である。また、富山県と石川県で最も小

さいのは「5割以上減」だが、福井県で最も小さいのは「5割以上増」である。北陸地方の全ての県

が売上を回復するが、各宿泊業者の回復の仕方は県ごとに異なる見込みである。

Q19. コロナ禍前後の収益の変化について伺います。以下のそれぞれの期間ごとに、当てはまる番号

を一つずつ選んでください。比較対象はコロナ禍前の2019年を基準としてください。



2023年（見込み）

Ｑ20　客層割合平均(2019)

「2021年」においては、2019年と比べて全体的におよそ5割の宿泊業者が収益を落としており、収

益を伸ばしているのは1割にすぎない。全ての県で構成比が最も大きいのは「5割以上減」である。

最も小さいのは「5割以上増」である。北陸地方の全ての県が、大きく収益を落とす結果となっ

た。

「2023年」においては、2019年とくらべて全体的に宿泊業者のおよそ3~4割が収益を回復してい

る。しかし一方で、4割弱程度の宿泊業者が収益を落としている。回復してきているが、まだ思うほ

ど回復が進んでいないことがわかる。構成比について、富山県と福井県で最も大きいのは「1~2割

増」だが、石川県で最も大きいのは「1~2割減」である。また、富山県で最も小さいのは同率で「5

割以上増」と「5割以上減」だが、石川県と福井県で最も小さいのは「5割以上増」である。

Q20. コロナ禍前後の客層の変化について伺います。以下のそれぞれの期間について以下の客層の割

合を教えてください。



Q20 客層割合平均(2021)

Q20 客層割合平均(2023)

Q21. 今後の展望として、貴館が積極的に増やしていきたいと考える客層を教えてください（複数回答可）。

Q21-1.家族連れ

富山、石川は2019年から2023年までの間に当時営業していた数が大きく減少、新規参入が多い傾

向。全年において福井の「家族連れ」の客層割合が高い。富山、福井において2019年と2021年を比

較すると「一人旅」の割合が大きくなっている。2023年には減少しているのでコロナの影響である

と考えられる。全年において富山、石川は福井と比較して「カップル・夫婦」の割合が高い。

3県全てにおいて、2019年から2021年にかけて「団体客」の割合が減少し、2021年から2023年に

かけて増加した。2021年に急増したコロナの影響と推測される。

「今後積極的に増やしていきたい客層」については「家族連れ」は3県で大きな差がなく、3県とも

高い割合だった。「カップル・夫婦」「友人・知人」については福井が低かった。「団体客」「一

人旅」は富山がかなり高く、「特に希望がない」は福井が高く、富山がかなり低かった。



Q21-2.カップル・夫婦

Q21-3.友人・知人

Q21-4.団体客



Q21-5.一人旅

Q21-6.特に希望はない

Q21-7.その他



Q22.コロナ禍に実施された旅行支援は貴館の経営改善に役立ちましたか。

Q22-1.GOTOトラベル

Q22-2.県民割

Q22-3.全国旅行支援



Q23. 貴館はコロナ禍において、どのような工夫をされましたか（複数回答可）。

Q23_1　コロナ衛生対策への積極的投資

Q23_2　衛生対策の見える化

「コロナ衛生対策への積極的投資」、「宿泊施設の公的利用」では3県で大きな差は見られなかっ

た。「衛生対策の見える化」、「定休日の設置」、「従業員の休職」、「旅行支援の利用」、「事

業の多角化」においては富山が高い。また、「休館」は福井が低く、「従業員の解雇」については

ものすごく低い。その一方で「宿泊施設の改修・改築」、「その他」は割合が高い。石川は「新し

い宿泊・利用プラン」において割合が高かった。



Q23_3　休館

Q23_4　定休日の設置

Q23_5　従業員の解雇

Q23_6　従業員の休職



Q23_7　旅行支援の利用

Q23_8　宿泊施設の改修・改築

Q23_9　新しい宿泊・利用プラン
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Q23_8 宿泊施設の改修・改築



Q23_10　宿泊施設の公的利用

Q23_11　事業の多角化

Q23_12　その他



Q24. 現在、コロナ後の業績回復において困難に感じている事はありますか（複数回答可）。

Q24_2.その他の借入金の返済

Q24_3.人手不足

「人手不足」「施設の老朽化」「客足が戻らない」ことを困難に感じている割合が3県ともに多

い。富山は他県より「コロナ関連の借入金の返済」「施設の老朽化」に困難を感じている割合がや

や多い。石川は「客足が戻らない」という点で困難を抱えていると答える割合がやや多かった。



Q24_4.施設の老朽化

Q24_5.客足が戻らない

Q24＿6.その他



Q25. 貴館を訪れるお客のうち、現在（2023年7月）の外国人観光客の割合はどの程度ですか。

また、貴館が目指しておられる(目標の)外国人観光客の割合はどの程度ですか。

Q25-1. 現在の外国人観光客の割合

石川県は外国人観光客の割合が高い傾向にある。一方で、福井県は約8割が「0割」と回答している。

Q25-2. 目標の外国人観光客の割合

石川県は外国人観光客の割合の目標が高い傾向にある。

Q26. 2023年7月に貴館に宿泊した外国人観光客のうち、以下の地域から来た観光客の割合はどの程

度ですか。（外国人観光客がいなかった場合には、「外国人観光客はいなかった」という欄に〇）



Q26_a. アジア

Q26_b. 北米

Q26_c. ヨーロッパ

福井県は外国人観光客が「いない」と回答した割合が最も高く、約6割である。また、3県全てにお

いてアジアからの観光客の割合が高い傾向にある。また、石川県は3県の中で比較的北米からの観

光客の割合が高い傾向にある。



Q26_d. その他

Q26_e. 不明

Q26_f. 外国人観光客の有無



Q28. 貴館は外国人観光客の集客のためにどのような努力をされていますか（複数回答可）。

Q28_1 スタッフの多言語対応力向上

Q28_2 多文化への理解を深める

（注：高付加価値インバウンドとは、訪日旅行1回あたりの総消費額が1人100万円以上の訪日外国

人旅行客）

石川県は「増やしたい」または「やや増やしたい」と回答した割合が3県の中で最も高く、約3割で

ある。

富山･石川･福井ともに「無料Wi-Fiの設置」と「キャッシュレス決済の導入」を積極的に行うことで

外国人観光客を集めようと努力している。全体的に見て、北陸三県の中では石川県が最も外国人観

光客の集客に力を入れている。「動画の公開」や「インフルエンサーの活用」などは行っている宿

泊業者は少なく、いずれの県もまだ中々SNSを活用できていない。

Q27. 高付加価値インバウンドについての貴館のお考えを教えてください。今後、貴館の客として高

付加価値インバウンドを増やしていきたいかどうか。



Q28_3 多言語SNSアカウントの運用

Q28_4 海外口コミサイトへの掲載

Q28_5 ホームページの多言語化



Q28_6 看板やメニューの多言語化

Q28_7 Googleマップの活用

Q28_8 無料Wi-Fiの設置



Q28_9 キャッシュレス決済の導入

Q28_10 海外SNS送信サービス

Q28_11 動画の公開



Q28_12 インフルエンサーの活用

Q28_13 訪日外国人向け情報サイトへの掲載

Q28_14 施設の改修・改築



Q28_15 その他

Q29_1．多言語対応

Q29_2．食事の対応

Q29．外国人観光客を呼ぶための課題はどのようなものでしょうか（複数回答可）。

外国人観光客を呼ぶための課題として、3県とも「多言語対応」をあげる割合が最も多く、次いで

「食事の対応」「人手不足」「キャンセル対応」をあげる施設が多かった。石川は「多言語対応」

「キャンセル対応」「人手不足（外国人従業員）」などで若干多くなっていた。



Q29_3．通信環境

石川県が最も高いが、全体的に割合は小さい

Q29_4．決算手段

Q29_5．感染症対策



Q29_6．キャンセル対応

石川県が最も高く、福井県が最も低い

Q29_7．人手不足(日本人従業員)

富山県が最も高く、福井県が最も低い

Q29_8．人手不足(外国人従業員)



日本人従業員と違い、石川県が最も高く、福井県はわずか５％である。

Q29_9．その他文化的な問題

Q29_10．施設の問題

Q29_11．その他


